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本講演では、経産省先端イノベーション拠点事業により 2011 年 5 月に設立された早稲田大学グ

リーンコンピューティングシステム研究開発センターにて産官学連携で行われている太陽電池駆

動超低消費電力マルチコアプロセッサ (Hardware)と、それを用いた医療サーバ（重粒子線ガン治

療）,スパコン（スーパーリアルタイム災害シミュレーション）,情報家電（スマートフォン）,自

動車 (Application)と、マルチコアを簡単かつ高性能低消費電力で動作させ高ソフトウェア生産性

を実現する自動並列化コンパイラ、並列プログラムを各社の組込マルチコア及び共有メモリ型サ

ーバで動作させることを可能とするマルチプラットフォーム OSCAR API (Software)を紹介する。 
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